
平
成
23
年
12
月
11
日
（
日
）、
彩
の

国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
２
階
セ
ミ
ナ
ー
ホ

ー
ル
に
て
、
第
７
回
症
例
検
討
会
が
開

催
さ
れ
た
。
参
加
者
も
１
２
０
名
を
越

え
て
、
多
職
種
の
方
々
が
集
ま
っ
た
。

財
団
法
人
精
神
医
学
研
究
所
附
属
東

京
武
蔵
野
病
院
か
ら
、
歯
科
口
腔
外
科
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埼
玉
県

摂
食
・
嚥
下
研
究
会
だ
よ
り

埼
玉
県

摂
食
・
嚥
下
研
究
会
だ
よ
り

ー
高
齢
化
時
代
の
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ラ
イ
フ
を
目
指
し
て
ー
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近
年
、
精
神
科
の
患
者
に
お
い
て
も

摂
食
・
嚥
下
障
害
を
発
症
す
る
事
が
知

ら
れ
て
い
る
が
そ
の
内
訳
は
統
合
失
調

症
や
認
知
症
、
う
つ
病
な
ど
で
あ
る
。

初
め
に
こ
れ
ら
の
疾
患
と
摂
食
・
嚥

下
障
害
に
つ
い
て
斎
藤
先
生
か
ら
解
説

が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
対
応
が

各
先
生
か
ら
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
に
症

例
１
と
症
例
２
に
つ
い
て
の
簡
単
な
説

明
な
ど
を
聞
い
た
後
、
12
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
多
職
種
間
で
の
検
討
を
行

っ
た
。
こ
れ
ま
で
症
例
検
討
会
で
は
精

神
疾
患
の
症
例
を
扱
っ
た
事
は
な
か
っ

た
が
、
若
い
人
で
は
う
つ
病
や
統
合
失

調
症
が
高
齢
者
で
は
認
知
症
の
増
加
に

伴
い
摂
食
嚥
下
障
害
を
経
験
す
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
参
加

者
全
員
が
真
剣
に
討
議
し
様
々
な
視
点

で
問
題
解
決
の
糸
口
を
探
し
た
よ
う
で

あ
っ
た
。

症
例
１
で
は
、
基
礎
疾
患
と
し
て
統

合
失
調
症
と
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
で
歯

科
に
は
肺
炎
で
嚥
下
機
能
の
評
価
依
頼

が
あ
っ
た
時
に
経
口
摂
取
が
可
能
か
ど

う
か
と
い
う
症
例
、
２
つ
目
は
認
知
症

で
う
つ
病
も
あ
り
ム
セ
て
、
食
事
を
し

な
い
症
例
を
ど
う
す
る
か
？
　
２
つ
の

症
例
を
各
グ
ル
ー
プ
で
分
担
し
て
発
表

が
あ
り
、
問
題
点
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

斎
藤
先
生
が
歯
科
の
立
場
で
解
決
策
を
説

明
し
た
、
い
ず
れ
の
症
例
で
も
嚥
下
機
能

の
評
価
を
し
っ
か
り
と
実
施
し
歯
科
的
な

立
場
、
栄
養
士
の
介
入
、
作
業
療
法
士
が

チ
ー
ム
を
組
ん
で
解
決
で
き
た
と
の
こ

と
。こ

の
様
に
、
精
神
疾
患
患
者
の
摂
食
嚥

下
機
能
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
と
多
職
種

間
で
色
々
な
情
報
を
や
り
取
り
し
な
が
ら

問
題
点
の
洗
い
出
し
を
す
る
こ
と
が
重
要

な
点
で
あ
る
と
再
認
識
で
き
有
意
義
で
あ

っ
た
。

講
演
Ⅰ
「
精
神
疾
患
患
者
の

摂
食
嚥
下
障
害
へ
の
対
応
」

(

財)

精
神
医
学
研
究
所
附
属
東
京
武
蔵
野
病
院

歯
科
口
腔
外
科
部
長
　
斎
藤
　
徹
先
生

講
演
Ⅱ
「
管
理
栄
養
士
の
立
場
か
ら
」

栄
養
科
　
小
池
　
早
苗
先
生

講
演
Ⅲ
「
作
業
療
法
士
の
立
場
か
ら
」

作
業
療
法
科
　
大
川
　
大
地
先
生

斎藤先生 小池先生 大川先生

第
７
回
症
例
検
討
会
報
告

部
長
斎
藤
徹
先
生
を
主
任
講
師
と
し
て

お
招
き
し
「
精
神
疾
患
患
者
の
摂
食
嚥

下
障
害
へ
の
対
応
」
と
題
し
て
講
演
を

い
た
だ
き
、
次
に
同
管
理
栄
養
士
の
立

場
か
ら
小
池
早
苗
先
生
、
そ
し
て
作
業

療
法
士
の
立
場
か
ら
大
川
大
地
先
生
か

ら
も
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
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阪
口
先
生
の
講
演
に
つ
い
て
、
実
は

口
腔
ケ
ア
と
い
う
言
葉
が
い
つ
頃
か
ら

使
わ
れ
始
め
た
の
か
歯
科
関
係
者
で
あ

っ
て
も
聞
か
れ
て
即
答
す
る
こ
と
が
で

き
る
人
は
数
少
な
い
。
し
か
し
こ
の
言

葉
を
歯
科
関
係
者
に
聞
く
と
１
０
０
％

が
知
っ
て
い
る
・
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

と
返
答
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
言
葉

の
由
来
は
１
９
６
０
年
に
書
か
れ
た
看

護
の
教
科
書
で
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
女
史
が

「
看
護
の
基
本
と
な
る
も
の
」
と
言
う

中
で
少
し
述
べ
て
い
る
。
１
９
７
３
年

の
初
め
に
ア
メ
リ
カ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

で
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
の
名
称
で
の
本
が
出

版
さ
れ
た
こ
と
が
口
腔
ケ
ア
の
言
葉
の

始
ま
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
阪
口

先
生
は
解
説
さ
れ
た
。

オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
を
色
々
な
面
で
考
察

す
る
と
、
人
は
全
く
同
じ
口
の
状
況
を

持
つ
他
人
が
居
な
い
こ
と
か
ら
人
の
個

人
識
別
に
も
非
常
に
有
効
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
現
在
身
元
確
認
で
の
重
要
な

要
素
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

根
本
で
あ
る
。
さ
ら
に
終
末
期
医
療
の

中
で
の
口
腔
ケ
ア
の
関
わ
る
こ
と
の
大

切
さ
、
そ
の
意
味
が
人
の
尊
厳
と
最
も

近
い
立
ち
位
置
に
い
る
我
々
歯
科
関
係

者
が
改
め
て
認
識
し
、
口
腔
ケ
ア
を
行

う
者
の
心
得
と
し
て
の
い
く
つ
か
の
ポ

イ
ン
ト
は
非
常
に
心
に
残
る
言
葉
で
あ

っ
た
。

阪
口
先
生
に
続
い
て
「
口
腔
ケ
ア
を

見
直
そ
う
」
と
い
う
演
題
で
大
生
病
院

の
歯
科
衛
生
士
、
馬
場
広
美
さ
ん
が
講

演
さ
れ
た
。

口
腔
ケ
ア
は
次
の
３
つ
の
期
間
で
異

講
演
Ⅰ
「
口
腔
ケ
ア
の
基
礎
知
識
」

（
医
）
尚
寿
会
大
生
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長

阪
口
　
英
夫
先
生

講
演
Ⅱ
「
口
腔
ケ
ア
を
見
直
そ
う
～
慢

性
期
患
者
の
口
腔
ケ
ア
の
手
技
・
手
法
～
」

歯
科
衛
生
士

馬
場
　
広
美
先
生

講
演
Ⅲ
「
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
」

七
沢
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
脳
血
管
セ
ン
タ
ー

理
学
療
法
科

小
泉
　
千
秋
先
生

阪口先生 馬場先生 小泉先生

平
成
24
年
２
月
19
日
（
日
）
午
後
１

時
よ
り
、
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
２

階
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
第
14
回
講

演
会
が
開
催
さ
れ
、
１
８
０
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。

■
講
演
Ⅰ
（
医
）
尚
寿
会
大
生
病
院
歯

科
口
腔
外
科
部
長
　
阪
口
英
夫
先
生
か

ら
演
題
「
口
腔
ケ
ア
の
基
礎
知
識
」

■
講
演
Ⅱ
（
医
）
尚
寿
会
大
生
病
院

歯
科
衛
生
士
　
馬
場
広
美
先
生
か
ら
演

題
「
口
腔
ケ
ア
を
見
直
そ
う
～
慢
性
期

患
者
の
口
腔
ケ
ア
の
手
技
・
手
法
～
」

■
講
演
Ⅲ

七
沢
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
脳
血
管
セ
ン
タ
ー
理
学
療
法
科

小
泉
千
秋
先
生
か
ら
「
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」
が
講
演
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
質
疑
応
答
を
行
い
、
第

14
回
講
演
会
は
閉
会
し
た
。

第
14
回

講
演
会
報
告
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な
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
合
わ
せ

て
効
果
的
に
行
う
。

①
急
性
期
　
感
染
予
防
を
目
的
と
し
た

口
腔
ケ
ア
　
②
回
復
期
　
口
腔
内
環
境

を
改
善
、
回
復
す
る
口
腔
ケ
ア
　
③
慢

性
期
　
口
腔
内
環
境
を
改
善
し
、
廃
用

予
防
を
目
的
と
し
た
口
腔
ケ
ア

今
日
の
講
演
で
は
主
に
慢
性
期
の
患

者
に
対
す
る
口
腔
ケ
ア
の
話
を
さ
れ

た
。
慢
性
期
で
は
口
腔
機
能
の
低
下
に

よ
り
唾
液
量
の
減
少
、
誤
嚥
、
舌
の
機

能
低
下
、
口
腔
周
囲
筋
の
機
能
低
下
や

全
身
の
機
能
低
下
に
よ
り
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
不
良
が
起
こ
る
。

次
に
口
腔
ケ
ア
の
や
り
方
と
口
腔
ケ

ア
用
品
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
効
果
的

な
口
腔
ケ
ア
を
行
う
に
は
、
①
一
人
一

人
の
口
腔
内
の
状
態
を
評
価
す
る
。
②

口
腔
内
の
ポ
イ
ン
ト
を
観
察
す
る
。
③

口
腔
ケ
ア
の
方
法
と
ケ
ア
用
品
の
選
択

を
す
る
。

口
腔
内
の
状
態
は
、
①
痰
の
付
着
状

態
　
②

口
腔
周
囲
筋
の
過
敏
と
緊
張

③

開
口
維
持
　
④

乾
燥
状
態
　
⑤

唾

液
の
分
泌
量
等
に
よ
り
評
価
す
る
。

い
ろ
い
ろ
な
疾
患
に
よ
り
口
腔
内
は

次
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
。
①
粘
着
痰

付
着
型
　
②
乾
燥
痰
付
着
型
　
③
舌
苔

付
着
型
　
④
食
物
残
渣
型

次
に
乾
燥
痰
付
着
型
口
腔
内
の
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
を
話
さ
れ
た
。

手
順
と
し
て
、
①
少
量
の
水
で
口
腔
内

の
湿
潤
　
②
保
湿
剤
に
て
乾
燥
痰
の
除

去
　
③
残
存
歯
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ(

歯
と

歯
肉
の
間
、
歯
間
部
を
よ
く
磨
く)

ポ

イ
ン
ト
と
し
て
歯
の
汚
れ(

プ
ラ
ー
ク)

は
綿
棒
や
巻
綿
棒
で
は
除
去
で
き
な
い

こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。

次
に
乾
燥
痰
の
除
去
に
つ
い
て
　
①

歯
ブ
ラ
シ
の
脇
腹
を
使
い
、
吸
い
取
る

よ
う
に
除
去
す
る
　
②
乾
燥
痰
は
粘
膜

に
付
着
し
て
い
る
の
で
無
理
に
は
が
す

と
出
血
な
ど
を
起
こ
す
の
で
無
理
や
り

行
わ
な
い
。

こ
こ
で
舌
苔
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

舌
苔
と
は
舌
乳
頭
に
食
物
残
渣
や
細
菌

な
ど
の
微
生
物
、
剥
離
上
皮
、
唾
液
タ

ン
パ
ク
が
付
着
し
た
も
の
で
口
臭
の
原

因
に
な
る
。
唾
液
量
の
低
下
、
舌
の
機

能
低
下
に
よ
り
増
加
す
る
。

次
に
口
腔
ケ
ア
時
に
開
口
拒
否
が
あ

る
場
合
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
ま
ず
肩

や
口
腔
内
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う(

脱
感

作)

。
中
指
と
人
差
し
指
を
使
い
開
口
を

促
す
。
頭
部
を
固
定
し
な
が
ら
行
う
こ

と
も
大
切
。
開
口
拒
否
が
強
い
場
合
、

開
口
器
具(

オ
ー
ラ
ル
バ
イ
ト
等)
を
用

い
る(

動
揺
歯
が
あ
る
場
合
は
使
わ
な

い)

。
手
順
と
し
て
ス
ポ
ン
ジ
ブ
ラ
シ
を

最
後
臼
歯
ま
で
挿
入
し
開
口
を
促
す
。

少
し
開
い
た
状
態
で
オ
ー
ラ
ル
バ
イ
ト

を
横
に
し
て
入
れ
る
。
そ
の
あ
と
回
す

と
十
分
な
開
口
量
が
得
ら
れ
る
。

姿
勢
に
つ
い
て
　
頭
部
が
後
屈
し
て

い
る
と
誤
嚥
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
、

前
屈
し
す
ぎ
る
と
呼
吸
や
開
口
が
し
に

く
く
な
る
の
で
頭
部
を
固
定
す
る
こ
と

が
大
切
。
頭
部
が
固
定
で
き
る
患
者
に

は
目
線
の
位
置
を
合
わ
せ
る
と
親
近
感

が
涌
く
。

ベ
ッ
ト
上
で
行
う
場
合
、
頭
部
の
拘

縮
が
あ
る
人
に
は
枕
の
下
に
丸
め
た
タ

オ
ル
を
置
く
と
良
い
。
術
者
の
位
置
は

右
斜
め
前
か
ら
行
う
と
良
い
と
思
わ
れ

る
が
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
臨

機
応
変
に
行
う
。

続
い
て
、
神
奈
川
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
　
七
沢
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
脳
血
管
セ
ン
タ
ー

理
学
療
法
科
の
小
泉
千
秋
先
生
よ
り
、

“
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
”
と
い
う
演
題
に
て
講
演
が
行
わ
れ

た
。呼

吸
リ
ハ
と
は
呼
吸
器
疾
患
等
に
よ

り
生
じ
た
障
害
を
持
つ
患
者
に
た
い
し

て
、
可
能
な
限
り
機
能
回
復
・
維
持
す

る
こ
と
で
、
継
続
的
に
自
立
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
医
療
の
事
で
あ
る
。

呼
吸
と
嚥
下
は
解
剖
学
的
に
共
通
す

る
部
位
が
多
い
事
や
、
嚥
下
障
害
が
呼

吸
器
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
相

互
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
有
効
で
あ

る
。呼

吸
の
基
礎
知
識
と
し
て
肺
の
解

剖
、
換
気
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
そ
し
て
肺

お
よ
び
頸
部
周
囲
の
筋
肉
の
活
動
能
力

が
嚥
下
活
動
・
呼
吸
活
動
・
頭
頸
部
保

持
に
影
響
を
与
え
る
。

呼
吸
の
評
価
は
視
診
・
触
診
・
聴

診
・
打
診
に
よ
り
総
合
的
に
行
わ
れ

る
。
視
診
に
お
い
て
は
呼
吸
補
助
筋

（
胸
鎖
乳
突
筋
・
斜
角
筋
の
収
縮
）、
鎖

骨
・
胸
郭
の
挙
上
、
鼻
腔
の
開
き
、
呼

吸
数
の
増
加
、
呼
吸
パ
タ
ー
ン
の
変
化

を
診
る
。
聴
診
に
お
い
て
は
体
型
・
姿

勢
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
が
、
正
常
呼

吸
音
（
気
管
呼
吸
音
、
気
管
支
呼
吸
音
、

肺
胞
呼
吸
音
）
お
よ
び
副
雑
音
（
異
常

呼
吸
音
）
を
聴
く
。
さ
ら
に
頸
部
聴
診

と
の
併
用
は
有
効
で
あ
る
。
打
診
で
は
、

肺
の
含
気
状
態
お
よ
び
肺
と
隣
接
す
る

臓
器
と
の
境
界
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ

り
、
含
気
量
の
低
下
等
が
観
察
で
き
る
。

ま
た
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
に
よ

る
サ
ー
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
確
認
は
呼

吸
情
報
と
し
て
肝
要
で
あ
る
。

呼
吸
・
嚥
下
障
害
へ
の
対
応
を
進
め

る
に
あ
た
っ
て
、
基
礎
体
力
は
基
本
的

な
要
素
と
考
え
ら
れ
、
局
所
だ
け
で
は

な
く
全
身
の
身
体
機
能
の
向
上
が
呼
吸

機
能
の
改
善
に
関
わ
る
。
ま
た
、
嚥
下

と
呼
吸
の
協
調
性
を
保
つ
こ
と
と
嚥
下

機
能
低
下
に
お
け
る
呼
吸
器
の
リ
ス
ク

回
避
・
予
防
は
、
安
静
呼
吸
・
横
隔
膜

呼
吸
・
換
気
機
能
の
維
持
向
上
・
喀
出

機
能
の
向
上
に
繋
が
る
。
具
体
的
に
は
、

姿
勢
・
腹
式
呼
吸
の
調
整
、
ス
ト
レ
ッ

チ
・
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
体
幹

と
胸
郭
の
拡
大
が
有
効
で
あ
る
。

喀
出
機
能
の
向
上
に
は
、
中
枢
に
よ

る
咳
嗽
機
能
お
よ
び
抹
消
に
よ
る
換
気

機
能
の
向
上
に
よ
り
生
理
的
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
高
め
る
こ
と
と
、
呼
吸
お
よ
び
咳

嗽
の
介
助
を
行
う
。
中
枢
お
よ
び
抹
消

に
対
す
る
手
技
と
し
て
は
ハ
ッ
フ
ィ
ン

グ
、
介
助
と
し
て
は
体
位
ド
レ
ナ
ー
ジ
、

呼
吸
介
助
法
と
し
て
ス
ク
イ
ー
ジ
ン
グ

法
や
ス
プ
リ
ン
ギ
ン
グ
バ
イ
ブ
レ
ー
シ

ョ
ン
法
な
ど
が
あ
り
、
手
の
ひ
ら
ぜ
ん

た
い
に
力
を
分
散
す
る
ト
ー
タ
ル
コ
ン

タ
ク
ト
を
心
が
け
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
。



埼玉県摂食・嚥下研究会

日時：平成24年 6月17日（日）
場所：彩の国すこやかプラザ2階セミナーホール

第15回  講  演  会

〒 　 　 －

申込書 FAX先 0 4 8 －8 2 9－2 3 7 6

主 催：埼玉県摂食・嚥下研究会
問合せ：埼玉県歯科医師会事務局　TEL 048－829－2323

フリガナ

氏　　名
職　種

住　　所

（勤務先）

電　話

F A X  

参加申込書

13：00～16：00

※参加者多数の場合はご連絡いたします。

※改めて参加証はお送りいたしません。

■定　員：250名

■参加費：会　員/　無　料

　　　　　非会員/  2,000円（資料作成代等）

演　題：

講　師： 

埼玉県摂食・嚥下研究会（ 会員 ・ 非会員 ） ※どちらかに○を付けてください

倉智 雅子 先生

■申込締切日：６月７日（木）

新潟リハビリテーション大学大学院
リハビリテーション研究科

ＪＲ京浜東北線

コン
ビニ

国道17号線

至上尾
た
つ
み
通
り

太陽生命ビル 西口

与野駅

P
P

「摂食・嚥下障害における職種間の連携
　－ＳＴの立場から－」

司　会：尚寿会大生病院 耳鼻咽喉科長

講　師：中里歯科医院

　　　　埼玉県リハビリテーションセンター言語聴覚科長

　　　　埼玉県立がんセンター看護科

　　　　国立障害者リハビリテーション病院耳鼻咽喉科

すこやかプラザ

パネルディスカッション

講　演

『摂食・嚥下障害への取り組み－関連する職種の役割と展望』

大前 由紀雄
中里   義博
清水   充子
橋本   裕子
鈴木   康司

くら　 ち　　まさ　こ


